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。 

勤
労
福
祉
に
つ
い
て 

 
 

お
知
ら
せ 

①
三
宅
島
自
主
保
育
サ

ー
ク
ル
「
ど
る
ふ
ぃ
ん
」

開
催
予
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
２
回
も
無
事
す
み
ま
し
た
。

秋
川
か
ら
た
く
さ
ん
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
頂
き
ま
し
た
。
「
う
れ

し
ー
」
と
子
供
た
ち
も
マ
マ
た

ち
も
大
喜
び
。
だ
け
ど
、
み
ん

な
に
平
等
じ
ゃ
な
い
と
う
れ
し

さ
も
少
し
影
が
差
し
ま
す
。 

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

ま
た
、
遠
か
っ
た
り
都
合
の
つ
か
な

い
人
も
連
絡
下
さ
い
。
ま
た
の
機
会

に
つ
な
げ
た
い
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

第
３
回 

 

１
１
月
１
０
日
（
金
）

１
２
時
か
ら
１
５
時 

  

第
４
回 

１
１
月
２
４
日
（
金
）

１
１
時
か
ら
１
５
時 

  

第
５
回 

１
２
月 

８
日
（
金
）

１
１
時
か
ら
１
５
時
予
定 

  

第
６
回 

 

１
２
月
２
２
日
（
金
）

１
１
時
か
ら
１
５
時
予
定 

 

場
所
は
す
べ
て
「
せ
い
が
の
森
保
育

園
」（
八
王
子
市
別
所
１
‐
５
８
） 

 

１
１
月
中
の
２
回
は
ほ
ぼ
確
定
で
す

が
、
１
２
月
は
ま
だ
変
更
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
前
に
ま
た
こ
ち

ら
に
書
き
込
み
ま
す
の
で
、
ご
確
認
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く
だ
さ
い
。 

 

保
育
園
の
庭
で
お
も
い
っ
き
り
遊
び

ま
し
ょ
う
♪ 

 

連
絡
先 

高
梨
典
子 

 

電
話
０
４
２
６
―
７
５
―
６
６
３
７ 

 
 
 

  

②
お
母
さ
ん
の
た
め

の
Ｑ

＆
Ａ
―
臨
床
心
理
学
の
先

生
が
お
答
え
し
ま
す
― 

  

次
の
第
６
号
で
は
、
お
母
さ
ん
の

た
め
の
Ｑ
＆
Ａ
と
し
て
、
子
育
て
や

お
母
さ
ん
の
メ
ン
タ
ル
・
ケ
ア
に
つ

い
て
の
特
集
を
組
み
ま
す
。 

 

「
島
に
い
る
と
き
と
比
べ
て
、
す

ぐ
泣
く
よ
う
に
な
っ
た
」
、
「
赤
ち
ゃ

ん
返
り
し
た
よ
う
に
思
う
」、
あ
る
い

は
、「
子
供
を
叱
っ
た
後
、
自
己
嫌
悪

に
な
っ
て
し
ま
う
」
な
ど
、
小
さ
な

お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
お
母
さ
ん
方

の
育
児
の
悩
み
に
、
大
妻
女
子
大
学 

の
臨
床
心
理
学
の
先
生
が
お
答
え
し

ま
す
。 

 

紙
面
で
は
、
お
名
前
な
ど
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
一
切
の
こ
と
は

載
せ
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
普
段
、

疑
問
や
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
、

な
ん
で
も
い
い
の
で
、
遠
慮
せ
ず
に

質
問
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

お
寄
せ
い
た
だ
く
質
問
は
、
次
の

と
こ
ろ
ま
で
。 

e-mail 
mtanaka@otsuma.ac.jp 

FAX

０
４
２
―
３
７
２
―
９
２
０
７  

〒
２
０
６
―
８
５
４
０ 

東
京
都
多

摩
市
唐
木
田
２
―
７
―
１ 

大
妻
女
子
大
学 

人
間
関
係
学
部 

田
中 

優
（
た
な
か 

ま
さ
し
） 

ま
た
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、 

電
話
０
４
２
―
３
７
２
―
９
２
０
４ 

(

社
会
心
理
学
共
同
研
究
室)

ま
で
。 

 

③
労
働
福
祉
会
館
ボ
ウ
リ

ン
グ
施
設
の
提
供
に
つ
い

て 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

勤
労
福
祉
会
館
ボ
ウ
リ
ン
グ
施
設

の
提
供
に
つ
い
て 

１ 

概 
 

要 
 
 

三
宅
島
か
ら

避
難
し
て
い
る
小
中
高
校
生
に
休
養

の
場
を
提
供
す
る
目
的
で
、
東
京
都

五
日
市
勤
労
福
祉
会
館
の
ボ
ウ
リ
ン

グ
施
設
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

２ 

実
施
の
時
期 

 
 

平
成
１
２
年
１
０
月
２
８
日
（
土
）

か
ら
当
分
の
間 

３ 

対
象
者 
 
 
 
 

三
宅
島
の
小
中
高
校
生
及
び
引
率
者 

４ 

利
用
方
法 

 
 
 
 

（
１
）
個
人
利
用
の
場
合 

 
 
 
 
 

受
付
で
三
宅
島
の
生
徒
で
あ
る
こ
と

を
申
し
出
る
。
た
だ
し
、
小
学
生
に

つ
い
て
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
２
）
団
体
貸
切
り
利
用
の
場
合 

 
 

利
用
日
の
一
週
間
前
に
予
約
を
す
る
。 

（
３
）
時 

間 
 
 
 
 
 
 
 

（
１
）
、
（
２
）
の
場
合
と
も
中
学

生
・
高
校
生
の
み
の
利
用
は
午
後
５

時
ま
で
で
す
。 

５ 

会
館
所
在
地 

 
 

東
京
都
五
日
市
勤
労
福
祉
会
館 

あ

き
る
野
市
五
日
市
１
１
０
―
１ 

Ｊ
Ｒ
五
日
市
線
・
武
蔵
五
日
市
駅
下

車
徒
歩
６
分 

 

電
話
０
４
２
―
５
９
５
―
０
３
９
１ 

 
 
 
 
 
 
 

６ 
施
設
概
要 

 
（
１
）
開
館
時
間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
前
９
時
～
午
後
９
時 

（
２
）
ボ
ウ
リ
ン
グ
室
利
用
時
間 

 

平
日 

正
午
～
午
後
９
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土
日
祝
日 

午
前
１
０
時
～
午
後
９

時 （
受
付
は
午
後
８
時
ま
で
で
す
） 

（
３
）
休
館
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

第
１
・
第
３
月
曜
日
（
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
） 

１
２
月
２
９
日
～
１
月
３
日 

（
４
）
施
設
規
模 

 
 
 
 
 
 
 

４
レ
ー
ン
（
ス
コ
ア
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
処
理
） 

※
右
記
内
容
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

先 
 

（
財
）
東
京
都
勤
労
福
祉
協
会
事
業

課 
 

中
央
区
新
富
１
―
１
３
―
１
４ 

労

働
ス
ク
エ
ア
東
京
内 

 

電
話
０
３
―
３
５
５
５
―
２
１
２
８ 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
３
５
５
５
―
３
３
７
５ 

 
 
 
 
 
 
 

  

④
三
宅
島
農
協
か
ら
の
お

知
ら
せ:

Ｊ
Ａ 

三
宅
島
扱

い
求
人
一
覧 

 
 

 
 

 
 

 
 

就
労
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

東
京
都
が
計
画
し
た
「
都
公
共
施
設

の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
事
業
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
就
労
希
望
者
が
約
８
０
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名
、
そ
の
中
の
３
０
名
が
今
回
の
就

労
事
業
（
東
京
都
農
業
試
験
場
、
畜

産
試
験
場
、
林
業
試
験
場
）
に
従
事

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
１
２
年
１
０
月
２
３
日
か
ら

１
１
月
６
日
ま
で
と
、
２
２
日
頃
ま

で
の
就
労
（
土
、
日
、
雨
天
休
み
）

で
す
。
６
０
代
～
７
０
代
の
高
齢
者

が
中
心
で
す
が
、
最
初
の
就
労
班
で

す
。 こ

の
様
な
就
労
を
今
後
も
継
続
で

き
る
媒
体
に
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま

す
。 求

人
が
次
の
よ
う
に
入
っ
て
い
ま

す
。
希
望
す
る
求
人
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

三
宅
島
農
協
東
京
事
務
所 

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
２
―
１
０
―

１
２ 

南
新
宿
ビ
ル
４
Ｆ 

電
話
０
３
―
３
３
７
０
―
４
２
８
１ 

  

⑤
永
山
健
康
ラ
ン
ド
と
食

事
会
を
通
じ
た
交
流
会
へ

御
招
待 
 

 
 

 
 

 
 

 

永
山
健
康
ラ
ン
ド
の
御
好
意
に
よ

り
、
南
多
摩
５
市
（
八
王
子
市
、
町

田
市
、
日
野
市
、
多
摩
市
、
稲
城
市
）

に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
を
対
象
に
、 

お
風
呂
（
３
０
種
類
）
と
食
事
会
に

ご
招
待
し
、
島
民
の
交
流
の
場
を
下

記
の
日
程
で
提
供
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

第
１
回 

日
時 

１
１ 

月 

２
１ 

日
（
火
） 

午
後
４
時
～ 

入
浴
開
始 

午
後
７
時
～ 

夕
食
会
と
交
流
会 

招
待
者
数
１
０
０
名
（
５
市
合
計
） 

 
第
２
回 

日
時
１
１
月
２
２
日
（
水
） 

午
前
９
時
～ 
入
浴
開
始 

午
後
１
２
時
～ 
昼
食
会
と
交
流
会 

招
待
者
数
１
０
０
名
（
５
市
合
計
） 

 

場
所:

永
山
健
康
ラ
ン
ド
（
多
摩
市
永

山
１
―
３
―
４
） 

申
込
先:

現
在
お
住
ま
い
の
市
の
社

会
福
祉
協
議
会 

八
王
子
市
社
会
福
祉
協
議
会 

電
話
０
４
２
６
―
２
０
―
７
３
３
８ 

町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会 

電
話
０
４
２
―
７
２
２
―
４
８
９
８ 

日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会 

電
話
０
４
２
―
５
８
２
―
２
３
１
９ 

多
摩
市
社
会
福
祉
協
議
会 

電
話
０
４
２
―
３
７
３
―
５
６
１
１ 

稲
城
市
社
会
福
祉
協
議 

電
話
０
４
２
―
３
７
８
―
３
３
６
６

申
し
込
み
期
間 

 

平
成
１
２
年
１
１
月
６
日
～
１
５
日 

１
５
時
ま
で 

各
日
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
閉

め
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
了
承
下

さ
い
。 

 

⑥
三
宅
島
災
害
・
東
京
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら 支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
摩
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
地
区
や
そ
の
他
の
地
域
で

三
宅
島
の
方
た
ち
の
世
話
役
お
よ
び

連
絡
役
と
な
っ
て
下
さ
る
方
へ
Ｆ
Ａ

Ｘ
機
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
機
の
設
置
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
「
三
宅
島
と
多
摩
を
む
す
ぶ

会
」
事
務
局
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。 

電
話
０
４
２
―
３
５
７
―
７
０
１
２ 

  

ご
案
内 

 

①
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地

区
駅
周
辺
案
内 

そ
の
１ 

南
大
沢
駅
周
辺 

現
在
、
京
王
相
模
原
線
、
南
大
沢
駅

は
、
今
秋
開
店
と
な
っ
た
、
日
本
最

大
級
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル

「
ラ
・
フ
ェ
ッ
ト
多
摩
」
を
目
指
す

人
達
で
、
ご
っ
た
返
し
て
い
ま
す
。 

見
所
は 

・
三
宅
島
の
方
の
た
め
の
懇
談
室 

・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー 

・
ラ
・
フ
ェ
ッ
ト
多
摩 

・
都
立
大
学 

で
す
。 

 

三
宅
島
の
方
の
た
め
の
懇
談
室 

南
大
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る

懇
談
室
。
三
宅
島
か
ら
避
難
さ
れ
た

方
の
た
め
に
、
１
室
開
放
さ
れ
て
お

り
ま
す
。 

三
宅
島
の
ビ
デ
オ
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

ま
た
、
お
風
呂
も
完
備
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
三
宅
島
の
皆
さ
ん
の
情
報

交
流
、
く
つ
ろ
ぎ
の
場
と
し
て
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。 

 

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー 
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ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
に
負
け
じ
と

安
売
り
を
し
て
い
ま
す
。
生
活
必
需

品
、
食
料
品
等
、
品
数
豊
富
で
す
。 

 

ラ
・
フ
ェ
ッ
ト
多
摩 

外
国
人
旅
行
者
が
記
念
撮
影
を
す
る

ほ
ど
、
都
内
の
観
光
施
設
と
し
て
も

有
名
で
す
。 

マ
ス
コ
ミ
に
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。 

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
と
は
、
工
場
か
ら

の
直
販
や
、
在
庫
処
分
の
た
め
、
市

場
価
格
よ
り
か
な
り
安
い
価
格
で
、

販
売
さ
れ
て
い
る
商
品
で
す
。 

 

都
立
大
学 

ラ
・
フ
ェ
ッ
ト
多
摩
の
騒
々
し
さ
が

ぴ
た
り
と
や
み
、
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
に
な
り
ま
す
。
広
大
な
敷
地
に
緑

が
お
お
く
、
公
園
の
よ
う
に
、
近
く

の
若
い
主
婦
達
が
子
供
を
連
れ
て
散

歩
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。 

  

ご
報
告 

①
町
田
市
消
防
団
家
族
交

流
の
集
い 

 
 

 
 

 
 

 

１
０
月
２
９
日
は
、
雨
で
し
た
が
、

町
田
市
に
招
待
さ
れ
て
、
「
町
田
市

消
防
団
家
族
交
流
の
集
い
」
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。 

複
数
の
テ
ン
ト
が
は
ら
れ
、
屋
台

が
出
て
い
ま
し
た
。
食
べ
物
は
み
ん

な
無
料
で
、
三
宅
島
か
ら
の
避
難
者
、

私
の
家
族
も
含
め
て
１
３
人
が
避
難

後
初
め
て
顔
を
あ
わ
せ
ま
し
た
。 

懐
か
し
か
っ
た
・
・
・
島
弁
が
飛
び

交
っ
た
・
・
・ 

や
は
り
聞
か
れ
る
の
は
今
み
や
け

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か 

自
分
の
家
は
大
丈
夫
な
の
か
・
・
・

そ
の
こ
と
が
一
番
の 

気
が
か
り
だ
と
・
・
・ 

 

避
難
し
て
町
田
市
に
お
世
話
に
な

っ
て
か
ら
は
や
一
ヶ
月
半
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
る
中
で
今
回
の
町
田
市

の
招
待
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

会
場
か
ら
の
帰
り
に
は
、
農
家
に
寄

っ
て
柿
も
ぎ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

帰
り
に
キ
ャ
ベ
ツ
や
柿
を
お
土
産
に

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

来
月
、
１
１
月
２
日
に
は
、
冬
物

の
衣
料
を
配
布
し
て
い
た
だ
け
る
そ

う
で
す
。
そ
の
と
き
に
は
、
ま
た
み

ん
な
と
会
え
る
と
思
う
と
嬉
し
く
思

い
ま
す
。 

今
日
、
会
場
に
来
ら
れ
た
人
の
中

に
は
特
養
老
人
ホ
ー
ム
に
入
ら
れ
て

い
る
方
も
６
人
お
ら
れ
る
う
ち
の
４

人
の
方
が
見
え
て
、
み
ん
な
と
の
再

会
に
涙
し
て
い
ま
し
た
。 

「
災
難
に
あ
っ
た
な
ぁ
～
よ
、
み
ん

な
ぁ
、
元
気
で
や
っ
て
た
ぁ
だ
か
よ
」 

と
自
分
の
こ
と
は
さ
て
お
き
、
み
ん

な
の
心
配
を
し
て
い
ま
し
た
、 

「
わ
た
し
た
ち
ゃ
、
い
い
と
こ
ろ
に

入
れ
て
も
ら
っ
た
、
お
世
話
し
て
く

れ
る
人
も
み
ん
な
い
い
人
で
あ
り
が

た
い
こ
っ
た
、
み
ん
な
ぁ
、
ど
こ
に

い
る
だ
よ
、
ち
ゃ
ん
と
へ
や
ぁ
あ
ん

だ
か
よ
」・
・
・
・
・ 

目
頭
が
熱
く
な
っ
た
・
・
・ 

こ
ち
ら
に
避
難
し
て
き
て
か
ら
だ
ろ

う
か
、
涙
も
ろ
く
な
っ
た
様
な
気
が

し
て
な
ら
な
い
・
・
・ 

（
飯
沼
義
仁
） 

  

②
都
立
大
三
宅
島
特
別
展 

 

第
５
２
回
都
立
大
学
祭
で
、
大
妻

女
子
大
学
の
協
力
の
も
と
、
１
１
月

２
日
か
ら
５
日
ま
で
、
三
宅
島
特
別

展
を
開
催
し
ま
し
た
。 

お
よ
そ
４
０
０
人
の
方
が
来
場
さ

れ
、
三
宅
島
の
写
真
や
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
避
難
日

誌
な
ど
に
、
多
く
の
方
が
関
心
を
持

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
三
宅
島
の

方
も
２
０
人
ほ
ど
お
見
え
に
な
り
、

三
宅
島
の
空
中
写
真
を
真
剣
に
ご
覧

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
住
民
の
方

や
都
立
大
学
生
に
改
め
て
、
三
宅
島

の
現
状
を
知
る
機
会
に
な
り
、
今
後

の
よ
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
活
動
は
大
妻
女
子
大

学
か
ら
始
ま
っ
た
三
宅
島
写
真
展
、

大
学
祭
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
女
子
体
育
大

学
・
東
京
女
子
体
育
大
学
・
江
戸
川

女
子
短
期
大
学
・
東
京
学
芸
大
・
杏

林
大
学
・
中
央
大
学
の
各
大
学
で
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

  

③
ベ
ビ
ー
カ
ー
バ
ン
ク
の

実
績 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

以
前
に
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
バ
ン
ク
を
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ご
利
用
に
な
っ
た
方
か
ら
、
車
に
付

け
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
、
「
物

資
リ
ス
ト
」
に
記
入
し
忘
れ
た
と
い

う
ご
連
絡
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

そ
れ
で
、
多
摩
・
未
来
Ｍ
Ｌ
に
、

私
か
ら
そ
の
こ
と
を
メ
ー
ル
で
お
伝

え
し
て
み
ま
し
た
。
数
時
間
後
、
メ

ー
ル
を
御
覧
に
な
っ
た
方
か
ら
、
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
ご
提
供
下
さ
る

と
い
う
、
嬉
し
い
お
申
し
出
が
あ
り
、

一
週
間
た
た
な
い
う
ち
に
、
上
柚
木

と
向
陽
台
の
三
宅
の
方
に
、
そ
れ
ぞ

れ
お
届
け
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ベ
ビ
ー
カ
ー
バ
ン
ク
連
絡
先:

 

三
宅
島
と
多
摩
を
む
す
ぶ
会
事
務
局

電
話
０
４
２
―
３
５
７
―
７
０
１
２ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
―
３
５
７
―
７
０
１
３ 

（
尾
池
佳
子
） 

  

④
三
宅
視
察
終
了 

 
 

 
 

 
 

既
に
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
じ
ら
れ

て
い
る
通
り
、
都
、
村
に
よ
る
視
察

は
５
日
、
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

現
地
を
見
た
感
想
を
述
べ
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

ま
ず
、
三
宅
の
被
害
は
甚
大
な
部

分
は
甚
大
で
す
が
、
無
事
に
残
っ
て

い
る
と
こ
ろ
は
無
事
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
大
き
な
被
害
を
受
け
た
場
所

は
確
か
に
あ
り
ま
す
。
我
々
は
坪
田

漁
港
か
ら
神
着
経
由
で
阿
古
ま
で
行

き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
三
七
ス
ポ
ー

ツ
公
園
の
あ
た
り
で
、
都
道
が
半
分

以
上
、
崩
落
し
て
い
る 

▽
島
下
付

近
で
海
沿
い
の
家
が
泥
流
が
直
撃
し

て
、
全
壊
に
近
い
状
態 

▽
島
嶼
保

健
所
の
北
側
で
１
軒
が
全
壊
、
１
軒

が
泥
に
１
階
が
覆
い
尽
く
さ
れ
て
い

る 

▽
伊
豆
―
伊
ケ
谷
の
境
付
近
で

都
道
か
ら
集
落
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
、

集
落
内
の
小
さ
な
橋
が
落
ち
て
い
る

―
―
な
ど
で
す
。
泥
が
床
上
近
く
ま

で
来
て
い
る
家
も
各
地
で
み
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
阿
古
―
坪
田
は
道
路

の
被
害
が
大
き
く
、
最
初
か
ら
視
察

の
対
象
外
で
し
た
。
し
か
し
、
阿
古

港
付
近
は
異
常
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
村
役
場
付
近
も
同
様
で
す
。

都
道
沿
い
を
見
た
限
り
、
か
な
り
の

被
害
を
受
け
て
い
る
と
感
じ
た
建
物

は
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た
（
見
た
目
で

す
が
）
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
報
道

は
被
害
を
受
け
た
と
こ
ろ
を
取
り
上

げ
ま
す
が
、
そ
う
で
な
い
部
分
も
沢

山
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
回
、
視
察
が
波
が
高
く

て
１
日
伸
び
た
せ
い
も
あ
り
、
数
時

間
の
視
察
の
た
め
に
、
神
津
島
と
船

中
に
４
泊
５
日
の
行
程
と
な
り
ま
し

た
。
天
気
予
報
も
あ
ま
り
当
た
ら
ず
、

全
員
ガ
ス
マ
ス
ク
を
持
ち
、
ガ
ス
の

風
向
き
に
よ
っ
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
漁

船
の
手
配
や
警
察
、
消
防
に
よ
る
警

備
態
勢
な
ど
を
考
え
る
と
、
残
念
な

が
ら
全
員
が
一
時
帰
島
す
る
の
は
物

理
的
に
非
常
に
困
難
と
思
い
ま
し
た
。

村
長
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
ふ
ま
え

て
、
記
者
会
見
で
一
時
帰
島
は
無
理

と
言
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

現
地
の
様
子
は
私
が
代
表
取
材
し

て
、
各
新
聞
に
送
り
ま
し
た
。
１
１

月
６
日
の
毎
日
、
読
売
、
東
京
、
産

経
都
内
版
、
１
１
月
７
日
の
毎
日
都

内
版
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
文
責:

 

毎
日
新
聞 

柴
沼
） 

 

⑤
大
妻
女
子
大
学
多
摩
祭

古
本
屋
の
売
上
金
を
三
宅

島
の
義
捐
金
と
し
て
寄
付 

大
妻
女
子
大
学
多
摩
校
図
書
館
主

催
の
古
本
市
で
は
、
１
冊
１
０
円
、

２
０
円
と
い
う
低
価
格
に
も
関
わ
ら

ず
、
２
３
、
７
２
１
円
の
売
上
に
な

り
ま
し
た
。 

今
回
、
図
書
館
の
方
か
ら
多
摩
祭

実
行
委
員
会
に
、
こ
の
売
上
金
を
役

立
て
て
ほ
し
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、

実
行
委
員
会
執
行
部
で
話
し
合
っ
た

結
果
、
三
宅
島
へ
寄
付
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。 

古
本
市
売
上
金
を
日
本
赤
十
字
社

東
京
支
部
へ
お
送
り
し
ま
し
た
の
で
、

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

（
平
成
１
２
年
度 

大
妻
女
子
大
学

多
摩
祭
実
行
委
員
会
） 

   

⑥
物
資
リ
ス
ト
へ
の
ご
記

入
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

  

先
日
配
布
し
た
「
物
資
リ
ス
ト
」

へ
の
ご
記
入
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

各
団
地
の
世
話
人
の
皆
さ
ん
、
配

布
と
回
収
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
い
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ず
れ
も
沢
山
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。

（
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
電
気
毛
布

の
よ
う
に
１
０
０
を
越
え
る
も
の
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
形
で
市
民
か
ら
提

供
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。）
希
望
の
あ
っ

た
も
の
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
市

民
か
ら
の
提
供
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
の

提
供
を
受
け
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。 

 

希
望
の
あ
っ
た
す
べ
て
の
数
が
揃

う
ま
で
、
暖
房
器
具
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
世
帯
、
乳
幼
児
の
い
る
世
帯
、

障
害
児
を
抱
え
て
い
る
世
帯
か
ら
優

先
的
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

ご
理
解
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

「
物
資
リ
ス
ト
」
の
動
き
に
つ
い

て
は
、
随
時
、
こ
の
「
ア
カ
コ
ッ
コ
」

で
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

市
民
か
ら
提
供
を
受
け
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
た
品
物
す
べ
て
を
お
届
け

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
の
程
、
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

（
八
王
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

三
宅
島
社
会
福
祉
協
議
会
、
三
宅
島

と
多
摩
を
む
す
ぶ
会
） 

  

洗
濯
洗
剤
、
全
戸
配
布 

 

本
日
の
「
ア
カ
コ
ッ
コ
」
の
配
布

と
一
緒
に
、
洗
濯
洗
剤
を
お
届
け
し

ま
し
た
。
（
ダ
イ
エ
ー
か
ら
の
提
供

で
す
。）
届
い
て
い
な
い
お
宅
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
む
す
ぶ
会
事
務
局
（
電

話
０
４
２
―
３
５
７
―
７
０
１
２
）、

ま
た
は
、
南
大
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
電

話
０
４
２
６
―
７
９
―
２
２
０
５
）

ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。 

 

催
し
物
の
ご
案
内 

①
都
民
交
響
楽
団

チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
へ
ど
う

ぞ
！ 

 
 

 
 

 
 

 

都
民
交
響
楽
団
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ

ー
ト
」
が
、
下
記
の
要
領
で
開
催
さ

れ
ま
す
。 

三
宅
島
の
皆
さ
ん
は
無
料
で
す
。 

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
御
参
加
下
さ

い
。 

日
時 

１
１
月
１
８
日  

（
土
）  

午
後
７
時
開
場 

７
時
３
０
分
開
演 

場
所 

南
大
沢
文
化
会
館 

 

主
ホ
ー

ル
（
当
日
先
着
５
０
０
名
様
） 

指
揮 

末
廣  

誠     

う
た 

田
中
三
佐
代 

演
奏 

都
民
交
響
楽
団 

曲
目 

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク 

交
響
曲
第
９
番
「
新
世
界
よ

り
」 

他 

  

②
「
三
宅
島
の
縁
日
」
開
催

の
ご
案
内 

主
催 

社
会
福
祉
法
人
三
宅
島
社
会

福
祉
協
議
会
お
よ
び
三
宅
島
児
童
・

生
徒
支
援
セ
ン
タ
ー
（
あ
き
る
野
市

下
代
継
２
２
１
秋
川
高
校
内 

代
表 

中
村
英
晴:

あ
き
る
野
市
社
会
福
祉

協
議
会 

電
話
０
４
２
―
５
５
０
―

９
２
６
３
） 

 

場
所 

秋
川
高
校
第
１･

第
３
寮
前

及
び
メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木
通
り 

 
内
容 
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
、
大
道
芸

コ
ー
ナ
ー
、
食
べ
物
や
さ
ん
コ
ー
ナ

ー
等
に
よ
る
催
し 

 

日
時 

平
成
１
２
年
１
１
月
１
８
日

(

土)

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時 

主
催
者
の
申
出
に
よ
り
送
迎
バ
ス
付 

集
合
場
所 

八
王
子
市
南
大
沢
駅
前 

集
合
時
間 

１
１
時
４
５
分 

○
送
迎
関
係
に
つ
い
て
、
八
王
子
の

集
合
場
所
を
特
定
し
、
そ
の
集
合
場

所
に
送
迎
者
が
き
て
い
た
だ
け
る
。

（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
） 

○
行
き
―
八
王
子
出
発
正
午 

帰
り

―
あ
き
る
野
出
発
３
時
予
定 

 

送
迎
バ
ス
の
関
係
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
平
成
１
２
年
１
１
月

１
５
日 

（
水)

ま
で
に
下
記
に
お
名
前
、
人
数

な
ど
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

連
絡
先:

八
王
子
市
職
員
組
合 

住
所:

〒
１
９
２ 

八
王
子
市
元
本

郷
町
３
―
２
４
―
１
（
市
役
所
内
） 

電
話
０
４
２
６
―
２
５
―
３
６
１
６

（
直
） 

電
話
０
４
２
６
―
２
０
―
７
３
３
７

（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
） 

FAX:

０
４
２
６
―
２
１
―
１
３
２
２ 

 

三
宅
島
住
民
の
声 
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①
友
よ
い
ず
こ
に 

 
 

 
 

 
 

三
宅
は
暖
か
く
静
か
で
平
和
な
島

だ
っ
た
。 

村
で
は
高
齢
者
（
ト
キ
ワ
ク
ラ
ブ
）

の
集
ま
り
が
月
に
二
回
あ
り
、
み
ん

な
で
お
茶
を
の
み
な
が
ら
話
合
い
を

し
た
り
、
唄
を
う
っ
た
り
、
時
に
は

踊
り
が
で
た
り
し
て
、
と
て
も
楽
し

い
ク
ラ
ブ
会
で
し
た
。
今
で
は
想
い

出
だ
け
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。 

突
然
の
噴
火
で
島
外
へ
の
避
難
指

示
に
よ
り
全
島
民
が
都
の
御
配
慮
で
、

決
め
ら
れ
た
各
方
面
の
住
宅
へ
と
、

お
互
い
に
別
れ
を
お
し
み
な
が
ら
去

っ
て
行
き
ま
し
た
。 

私
達
ク
ラ
ブ
会
の
友
も
み
ん
な
ち

り
ぢ
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
、
わ
か
っ
て
い
る
の
は
た
っ
た
三

人
だ
け
で
、
い
ま
だ
に
行
き
先
も
は

っ
き
り
せ
ず
連
絡
も
つ
い
て
お
り
ま

せ
ん
。
遠
く
て
会
え
な
け
れ
ば
電
話

で
声
だ
け
で
も
き
け
た
ら
、
ど
ん
な

に
嬉
し
い
事
で
し
ょ
う
。 

「
と
き
わ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
元
氣

で
す
か
？
」
お
互
い
に
、
ひ
ど
い
目

に
合
っ
て
し
ま
い
、
別
れ
別
れ
の
生

活
で
す
が
こ
れ
も
天
災
な
ら
仕
方
が

あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
私
達
は
、
東
京

都
、
地
方
行
政
、
各
地
域
の
方
面
か

ら
の
援
助
や
、
全
国
か
ら
の
御
支
援

な
ど
に
よ
っ
て
さ
さ
え
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
た
い
事

で
す
。 

噴
煙
に
追
わ
れ
慣
れ
な
い
都
会
生

活
を
は
じ
め
て
か
ら
、
は
や
二
ヶ
月

経
ち
ま
し
た
。
い
ま
だ
に
島
へ
帰
れ

る
見
通
し
も
つ
い
て
お
ら
ず
、
お
互

い
に
不
安
で
心
細
い
毎
日
で
す
が
、

い
く
ら
辛
く
て
も
苦
し
く
て
も
、
歯

を
く
い
し
ば
っ
て
生
き
て
行
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
、
は
な
れ
ば

な
れ
の
生
活
で
も
、
み
ん
な
、
ひ
と

つ
、
き
ず
な
で
固
く
結
ば
れ
て
い
ま

す
。 島

へ
帰
っ
て
又
会
え
る
日
ま
で
、

身
体
を
大
切
に
元
氣
を
出
し
て
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
。
ふ
る
さ
と
は
、
今

は
灰
色
の
島
で
も
、
い
つ
し
か
再
び

緑
が
よ
み
が
え
り
、
美
し
い
姿
で
私

達
島
民
を
む
か
え
て
く
れ
る
事
で
し

ょ
う
。
そ
の
日
が
一
日
も
早
か
ら
ん

事
を
祈
り
な
が
ら
友
よ
、
く
じ
け
ず

に
、
三
宅
へ
帰
れ
る
日
ま
で
“
ガ
ン

バ
ロ
ウ
ヨ
” 

（
と
き
わ
ク
ラ
ブ
会
員 

菊
地
ナ
ミ

子 

電
話
０
４
２
６
―
７
４
―
５
５

３
８
） 

  

②
避
難
生
活
の
長
期
化
に

思
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

１
１
月
７
日
、
朝
日
新
聞
に
「
火

口
温
度
が
過
去
最
高
に
」
と
の
ニ
ュ

ー
ス
。
読
売
新
聞
に
「
変
わ
り
果
て

た
島
」
写
真
入
り
で
。
な
ど
、
我
々

が
期
待
す
る
逆
の
方
向
に
現
地
は
動

い
て
い
る
。 

 

９
月
２
日
、
全
島
避
難
指
示
か
ら

２
ヶ
月
が
経
過
し
、
島
民
３
８
０
０

余
人
の
全
て
無
言
で
、
こ
の
動
向
に

耐
え
て
い
る
。 

 

三
宅
島
の
噴
火
史
を
見
る
と
、
今

回
の
様
な
荒
れ
狂
う
噴
火
は
例
が
な

い
。
専
門
家
さ
え
、
地
下
の
マ
グ
マ

の
動
き
が
解
ら
な
い
。
二
酸
化
硫
黄

ガ
ス
が
日
量
３
万
ｔ
～
５
万
ｔ
、
そ

れ
以
上
の
噴
火
量
の
時
も
あ
っ
た
。

少
々
の
増
減
は
あ
り
し
も
、
毎
日
の

噴
出
量
が
何
万
ｔ
と
は
、
三
宅
島
の

住
民
が
一
時
帰
島
出
来
る
か
否
か
で

は
な
し
、
地
球
環
境
規
模
で
の
重
大

な
事
態
で
は
な
い
の
か
。
改
め
て
自

然
の
大
き
な
力
、
恐
ろ
し
さ
を
教
え

ら
れ
た
感
じ
が
す
る
。 

 

伊
豆
七
島
の
島
々
で
は
、
噴
火
を

御
神
火
（
ゴ
ジ
ン
カ
）
と
し
て
敬
い
、

そ
の
被
害
を
神
が
人
に
課
す
試
練
と

し
て
恨
ま
ず
、
受
認
し
、
全
て
の
住

民
が
結
束
し
て
克
服
し
て
来
た
。 

 

今
日
の
噴
火
で
強
く
感
じ
た
事
は
、

三
宅
島
の
島
民
は
過
去
の
噴
火
を
前

提
に
少
々
の
甘
え
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
「
避
難
し
て
も
短
期
間
だ
、

近
じ
か
大
き
な
噴
火
を
起
こ
し
、
一

気
に
終
息
す
る
さ
」
こ
れ
が
本
音
で

あ
っ
た
と
思
う
。 

 

し
か
し
、
こ
の
先
入
観
は
根
底
か

ら
崩
さ
れ
た
。
確
実
に
長
期
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
な
ら
ば
我
々
は
冷

静
に
、
こ
れ
か
ら
の
数
ヶ
月
を
ど
の

よ
う
に
生
活
設
計
す
る
か
、
避
難
民

と
し
て
の
甘
え
は
許
さ
れ
な
い
。
各

自
の
都
合
と
各
人
の
能
力
で
最
大
限

の
努
力
を
傾
注
し
自
活
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

そ
の
意
味
で
、
こ
れ
か
ら
の
数
ヶ

月
を
考
え
た
と
き
、
想
像
以
上
の
苦

難
と
、
自
然
の
厳
し
さ
を
想
定
し
い

ろ
い
ろ
な
対
応
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。 

 

１
１
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
ま
で

の
約
３
ヶ
月
間
多
摩
地
区
以
北
の
気
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象
は
厳
し
い
と
聞
い
て
い
る
。
寒
さ

に
加
え
、
雨
が
降
っ
た
と
き
の
外
で

の
仕
事
は
さ
ら
に
過
酷
に
な
る
。
室

外
、
田
畑
等
の
就
労
に
は
、
か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
色
々
な
事
態

が
待
ち
受
け
て
い
る
事
で
あ
ろ
う
。 

 

短
期
雇
用
の
就
労
か
ら
、
で
き
る

限
り
長
期
の
職
場
、
体
力
の
限
界
に

近
い
仕
事
か
ら
、
少
々
自
分
に
余
裕

の
あ
る
労
働
、
終
日
外
で
の
仕
事
か

ら
、
あ
る
程
度
室
内
に
近
い
仕
事
等

に
、
決
し
て
「
楽
な
・
賃
金
の
良
い

を
優
先
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
人
の
嫌
が
る
仕
事
に
率
先
し
、

誰
よ
り
も
身
体
を
動
か
し
、
仕
事
に

打
ち
込
む
人
材
こ
そ
、
求
人
側
に
喜

ば
れ
る
人
、
し
か
し
今
日
我
々
の
選

択
肢
は
１
０
０
メ
ー
ト
ル
走
で
は
な

く
、
数
ヶ
月
～
１
年
の
マ
ラ
ソ
ン
レ

ー
ス
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
各
人
の

能
力
と
体
力
、
事
情
な
ど
を
考
え
て

進
む
道
を
選
ぼ
う
。 

 

色
々
な
求
人
情
報
が
あ
る
。
ど
ん

な
に
忙
し
く
と
も
、
ど
ん
な
に
疲
れ

て
い
て
も
、
ど
ん
な
に
不
愉
快
で
あ

っ
て
も
、
手
元
の
情
報
に
は
確
実
に

目
を
通
そ
う
。
見
る
よ
う
に
努
力
し

よ
う
。
家
族
の
中
で
相
談
し
、
協
力

し
て
視
野
を
広
く
し
よ
う
。
一
方
、

行
政
の
責
任
は
広
く
、
重
い
。
３
８

０
０
人
の
村
民
は
今
何
を
求
め
て
い

る
の
か
、
何
が
急
が
れ
る
か
、
今
後

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
か
、

避
難
し
て
い
る
村
民
の
側
に
た
っ
て

視
点
を
か
ま
え
、
行
動
を
早
め
る
、

そ
の
事
が
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
認
識
し
よ
う
。
お
互
い
に
不

満
、
不
平
を
並
べ
あ
う
中
に
は
解
決

の
道
は
な
い
。
全
て
が
謙
虚
で
誠
実

で
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
自

分
の
為
よ
り
全
体
の
為
を
優
先
し
行

動
す
る
、
そ
の
よ
う
に
皆
で
心
が
け

た
い
も
の
で
あ
る
。 

 

日
本
全
国
の
人
達
が
、
三
宅
島
の

災
害
と
、
避
難
中
の
我
々
の
一
挙
手

一
投
足
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
。 

 

多
く
の
島
民
の
中
に
は
、
色
々
な

考
え
や
、
事
情
も
あ
る
。
し
か
し
一

人
一
人
の
良
心
、
常
識
、
意
地
、
気

迫
、
プ
ラ
イ
ド
、
そ
の
全
て
を
結
集

し
、
何
年
か
先
に
三
宅
島
噴
火
史
を

語
ら
れ
る
時
、
多
く
の
人
々
に
「
三

宅
島
の
人
達
は
本
当
に
が
ん
ば
っ

た
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
様
な
、
避

難
生
活
を
し
た
い
も
の
で
あ
る
。 

難
し
い
！
し
か
し
や
れ
ば
で
き

る
！
自
分
自
身
の
力
で
！ 

古
い
格
言
に 

「
な
せ
ば
成
る
、
な
さ
ね
ば
成
ら
ぬ

何
事
も
、
成
ら
ぬ
は
、
人
の
成
さ
ぬ

な
り
け
り
」 

先
人
は
こ
の
様
に
書
き
残
し
て
い
る
。

頑
張
ろ
う
。
頑
張
り
た
い
。 

（
Ｊ
Ａ
三
宅
、
組
合
長 

奥
山
彦
一
） 

            <

編
集
後
記> 

 

「
ア
カ
コ
ッ
コ
―
三
宅
・
多
摩
だ

よ
り
―
」
第
５
号
、
い
か
が
で
し
た

か
。 「

ア
カ
コ
ッ
コ
」
も
、
お
か
げ
さ

ま
で
、
通
算
５
号
を
数
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

そ
の
間
に
、
編
集
会
議
に
出
席
さ

れ
る
三
宅
島
の
方
た
ち
や
「
三
宅
島

と
多
摩
を
む
す
ぶ
会
」
の
メ
ン
バ
ー
、

な
ら
び
に
、
都
立
大
学
と
大
妻
女
子

大
学
の
大
学
院
生
・
学
生
を
主
体
と

す
る
編
集
ス
タ
ッ
フ
も
十
数
名
と
増

え
、「
ア
カ
コ
ッ
コ
」
の
編
集
に
あ
た

る
人
の
面
で
充
実
し
た
も
の
と
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
避
難
生
活
を
さ
れ
て
い
る

三
宅
島
の
方
た
ち
や
多
摩
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
地
区
で
支
援
活
動
に
あ
た
ら
れ

て
い
る
方
た
ち
か
ら
の
投
稿
を
多
数

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
紙
面
も

充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

投
稿
記
事
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
、
字
句
上
の
明
ら
か
な
あ
や
ま

り
を
除
き
、
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

三
宅
島
の
方
た
ち
、
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
地
区
で
支
援
活
動
に
あ
た
ら

れ
て
い
る
方
た
ち
か
ら
よ
り
多
く
の

投
稿
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
で
す
。 

（「
ア
カ
コ
ッ
コ
―
三
宅
・
多
摩
だ
よ

り
―
」
編
集
委
員
会
代
表 

干
川
剛

史
）


